こう 暑くな つ て は、 科学者 もしぶ しぶと 実験室から 

匍い 出さずに はいられない。 気温が 華氏 八十 度を越え 

る と 脳細胞 中の 電子の 運動が す ， J し 変態 性 を 帯び て 来 

るそう だ。 そんなと きに う つかり 忘我 的 研究 を つづけ 

ている と、 電子 は その 変態 性 を どんどん 悪化 させ、 遂 

に は 或る 臨界点 を 過ぎて しま つ た。 再び 頭脳 は 常態に 

復帰し ないそう だ。 そうなる と 病院の 檻の 中に 実験室 

をう つさなければ ならな いので、 さて こそしぶ しぶと 

実験室 を 匍い 出た わけで ある。 

ム ンムン する 蒸し暑い 夜 だ つ た。 実験 を やる こと も 

書物 を 読む こと も 許されな いと、 一 層 暑さが 身に こた 



える よう だ。 家へ 帰っても 今から 寝る わけに も 行かな 

いが、 一 先ず 帰宅 をしょう と 思って 十日ぶ リに 我家 (と 

は 名ば かりの 郊外の 下宿の 一 室) へ 首 をた てなおした。 

彼の 下宿 は、 中央線の 中 野 駅 を 降りてから 十五 分 も 

へんぴ 

歩かなければ 到達し ない ほど 辺鄙な ところに 在る。 そ 

の 道 を 歩きながら、 夜の 人通りに 物 珍ら しさ を 感じた 

のであった。 歩いて 行く に 従って 路の 上に 含有され る 

人間の 密度が 多くな つて 来たが、 それ は 益 々増える 一 

方で、 鱸ての こと 科学者 は 人間の 群から 圧迫 せられて 

どうに も 動け なくなった 時、 彼 自身が 縁日の 夜店の 真 

唯 中に 在る こと を 発見した。 



縮少 させ、 商人が 売って いる 品物の あら を 発見し 得る 

ほど 充分 永く、 行人の 注視 を 許さない という 商人の 商 

略から 来て いる ことだった。 

科学者 はこの 人波 を わけて 通る ために 生ずる 恐ろし 

い 人間 抵抗 を 思って ゥ ンザリ した。 そして 彼の 実験室 

にある コロイドの 一 分子が、 高熱せられ たる ビ ー 力— 

の 中に あって、 如何にも がきつつ 同様の 圧迫と 恐怖に 

苦しんで いるか を 思い やる ことが 出来た。 

かたわら 

科学者 は 溜 息をついて、 I を 見る と、 そこに はファ 

ダ— クスぺ —ス 

ラデ ー の 暗 界の 如き 夜店が 眼に うつった。 という 

の は 眩しい 軒並の 夜店が、 そこのと ころ だけ 二 間ば か 



り も 切れて いて、 そこ だけ 歯の 抜けた ように 薄暗ら 

なぐな 

かった。 彼 は 学生時代に 亡 つた D 博士と ファ ラデ— 

の 暗界の 研究に アツ シス タント をつ とめて いた 昔 を 思 

い 浮かべて、 なつか しげに 眼の 前の ダ ーク • スぺ ー ス 

の 方 を 見る と、 其処に 汚い 着物 を 着た 一 人の 男が、 バ 

ケッを かかえる ようにして、 しゃがん でいた。 

ひと リ ごと 

その 男 は 下 を 向いて 何 かブッ ブッと 独 言 を 言つ て 

いた。 多分、 電球が 切断して こんなに 真っ暗に なって 

い る ので 実験 —— ィャ 商売が 出来な いで 悲観して いる 

ので あろうと、 彼 科学者 は 思った ので、 その 男の 傍へ 

近づいて、 さて 言った。 



「ェェ …… 」 

「この 液体 は ナンで あるです か ッ？， - 

「これ かネ —— これ は 泥水で さァ」 

「ァノ 泥水 —— 土の 粒子 を 飽和した 水 …… だ と言うの 

かネ」 

科学者 は 眼をパ チクリと したが、 その 瞬間に 彼の 推 

理は プロペラの 如く 廻転 を はじめた。 —— 泥と は 水 を 

飽和した る 土で ある。 土と いうの は 大地の 微粒子で あ 

る。 大地 は 良い 電 導体で あるし、 水も電 導体で ある。 

酸に 似た 臭気の あつたと ころから、 酸が 混入した あつ 

たと すれば 益々 電 導体の 液体で あると 言わなければ な 
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